
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
）
な
ぜ
今
ご
み
焼
却
場
建
て
か
え
が
問
題
な
の
か 

甘
南
備
園
は
、
１
９
８
６
年
に
稼
働
し
、
現
在
ま
で
２８
年
間
稼
働
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減
対
策
、
煙
突
修
理
等
改
修
・

補
修
工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
年
的
な
老
朽
化
が
進

む
中
、
現
施
設
に
代
わ
る
後
継
施
設
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
２

０
１
３
年
の
定
期
検
査
の
結
果
約
１０
年
後
ま
で
延
命
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

焼
却
施
設
の
建
て
か
え
に
は
、
約
７
～
８
年
か
か
る
（
施
設
基
本
計

画
に
１
年
、
測
量
・
地
質
調
査
に
１
年
、
生
活
環
境
影
響
調
査
及
び
都

市
計
画
決
定
に
２
年
、
施
設
の
発
注
業
務
等
に
２
年
、
施
設
の
建
設
工

事
に
３
年
）
た
め
、
２
０
１
４
年
９
月
に
市
ご
み
減
量
化
推
進
審
議
会

が
市
長
に
対
し
て
後
継
施
設
建
設
に
つ
い
て
、
「
広
域
化
の
取
り
組
み
」

が
望
ま
れ
る
と
す
る
答
申
を
出
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
市
は
ご
み
処
理
後
継
施
設
を
京
田
辺
市
単
独

で
行
う
の
か
、
枚
方
市
と
の
広
域
化
を
進
め
る
の
か
、
に
つ
い
て
方
針

決
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

市
が
甘
南
備
園
建
て
か
え
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
市
民
に
情

報
公
開
し
、
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
し
た
上
で
、
市
民
合
意
を
図

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

 
 （

２
）
ご
み
処
理
問
題
は
今
後
３０
～
４０
年
先 

の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
課
題 

 

市
の
ご
み
総
排
出
量
は
、
市
民
の
意
識
の
向
上
か
ら
人
口
増
加
の
下

で
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
一
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
平
成
１７
年

の
１
０
１
９
ｇ
／
人
・
日
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
２５
年
は
８
６
９
ｇ
／
人
・

日
に
減
量
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
民
意
識
の
向
上
や
、
こ
の
間
の
ご
み
問
題
に
対
す
る
理
解
と
努
力

が
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
大
量
生
産
大
量
消
費
の
現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
さ
ら

な
る
循
環
型
社
会
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
市
民
の
積
極
的
な
参
加
は
も
と
よ
り
、

ご
み
の
発
生
を
抑
え
る
企
業
・
業
者
の
責
任
な
ど
今
日
の
ご
み
問
題
を

考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
は
沢
山
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

ご
み
問
題
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 （

３
）
市
が
市
民
的
合
意
を
は
か
る
責
任
を
し
っ
か
り
果
た
す
こ
と 

重
要
な
ご
み
問
題
に
対
し
て
、
審
議
会
の
会
議
録
は
公
開
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
枚
方
市
の
審
議
会
は
、
会
議
録
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
さ
れ
、
誰
が
ど
う
い
う
意
見
を
言
い
、
ど
ん
な
議
論
が
さ
れ
、
結
果

が
ど
う
な
っ
た
の
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り
ま
す
。
京
田
辺
市
は

こ
の
点
で
も
っ
と
市
民
に
開
か
れ
た
、
情
報
公
開
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
ご
み
減
量
化
推
進
審
議
会
の
答
申
内
容
を
早
く
市
民
に

対
し
て
公
開
し
、
丁
寧
な
説
明
を
行
う
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
甘
南
備
園
近
隣
の
４
つ
の
区
・
自
治
会
（
田
辺
区
・
薪
区
・

興
戸
区
・
一
休
ケ
丘
自
治
会
）
の
み
に
説
明
（
回
覧
）
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
甘
南
備
園
建
て
か
え
問
題
は
京
田
辺
市
民
全
体
の
問
題
で
あ

り
、
す
べ
て
の
区
・
自
治
会
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
行
う
べ
き
と
考

え
ま
す
。 

そ
し
て
一
方
通
行
の
情
報
公
開
で
な
く
、
疑
問
や
意
見
、
市
民
要
望

な
ど
も
や
り
取
り
で
き
る
双
方
向
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
が
必
要
で

す
。
そ
の
上
で
、
時
間
を
か
け
て
、
丁
寧
な
説
明
と
市
民
参
加
に
よ
る

甘
南
備
園
建
て
か
え
が
で
き
る
事
を
望
む
も
の
で
す
。 日本共産党京田辺市議会 
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＊
市
ご
み
減
量
化
推
進
審
議
会
の
答
申
の
一
部 

９
月
２６
日
、
京
田
辺
市
ご
み
減
量
化
推
進
審
議
会
は
、
石
井
市
長

に
対
し
、
「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て
」
答
申
を
提
出

し
ま
し
た
。
答
申
内
容
は
以
下
４
項
目
で
す
。 

 

①
新
た
な
分
別
収
集
区
分
の
設
定
に
つ
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除
く

そ
の
他
プ
ラ
容
器
の
分
別
に
取
り
組
む
こ
と
。
及
び
、
古
紙
類
の
集

団
回
収
未
実
施
地
域
に
つ
い
て
、
民
間
業
者
の
活
用
並
び
に
行
政
に

よ
る
回
収
を
検
討
す
る
。
（
略
） 

 

②
ご
み
処
理
施
設
（
中
間
処
理
施
設
）
に
つ
い
て
、
確
実
に
安
定
し
て

処
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
選
択
し
、
検
討
し
た
結
果
、
熱
回
収
施
設

（
焼
却
、
ガ
ス
化
溶
融
等
）
が
妥
当
。 

【
熱
回
収
施
設
と
は
、
ご
み
焼
却
炉
と
、
焼
却
灰
を
高
熱
で
溶
か
す

施
設
の
こ
と
】 

最
終
的
な
選
定
に
際
し
て
は
、
環
境
面
や
経
済
面
、
ま
た
、
循
環

型
社
会
形
成
へ
の
貢
献
な
ど
、
さ
ら
に
幅
広
い
視
点
か
ら
比
較
評
価

を
行
い
決
定
す
る
よ
う
求
め
る
。 

 

 

 

 



 ③
甘
南
備
園
後
継
施
設
（
施
設
更
新
）
の
適
地
に
つ
い
て
、
現
甘
南
備
園

（
拡
張
を
含
む
）
の
地
域
が
最
も
適
し
て
い
る
。 

 

④
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い
て
今
回
の
審
議
の
中
で
は
、
京
田
辺
市
単
独

処
理
し
た
場
合
と
広
域
処
理
を
行
っ
た
場
合
と
の
比
較
検
討
の
結
果
、 

<

１>

環
境
保
全
性
は
、
規
模
の
大
き
な
炉
で
よ
り
多
く
の
ご
み
処
理

を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
燃
焼
の
安
定
性
が
向
上
し
、
環
境
保
全
対
策
が

容
易
に
な
る
こ
と
。 

<

２>

資
源
循
環
性
に
お
い
て
も
、
発
電
等
に
よ
る
効
率
的
な
余
熱
利

用
が
可
能
に
な
る
こ
と
。 

<

３>

経
済
性
に
お
い
て
は
、
施
設
整
備
費
に
つ
い
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
や
国
か
ら
の
支
援
が
受
け
や
す
く
な
る
こ
と
、
維
持
管
理
費
に
つ

い
て
も
施
設
の
集
約
化
に
伴
う
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
、 

な
ど
か
ら
、
広
域
処
理
の
優
位
性
が
高
い
と
考
え
る
。
幅
広
い
見
地
に

立
っ
て
広
域
処
理
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
行

か
れ
る
こ
と
を
望
む
。 

＊
市
は
今
後
、
こ
の
答
申
を
も
と
に
、
１１
月
頃
に
市
民
の
意
見
を
聞
く

場
を
設
け
、
単
独
か
広
域
か
の
判
断
を
下
す
と
し
て
い
ま
す
。 

今
回
、
審
議
会
答
申
が
出
さ
れ
初
め
て
市
民
が
、
ご
み
処
理
施
設
建
て

か
え
問
題
を
考
え
る
場
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
市
民
間
の
論
議
を
活
発
に
し
、
ご
み
問
題
や
、
ご
み
焼

却
に
対
す
る
将
来
を
考
え
た
議
論
を
幅
広
く
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

以
下
、
９
月
議
会
で
の
市
の
答
弁
も
示
し
、
市
民
に
と
っ
て
、
広
域
化

と
は
具
体
的
に
ど
う
な
る
の
か
、
将
来
展
望
に
つ
い
て
も
議
論
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

＊
甘
南
備
園
建
て
か
え
問
題
で
の
市
の
答
弁 

（
９
月
議
会
で
の
市
側
＝
副
市
長
・
経
済
環
境
部
長
） 

副
市
長 

枚
方
と
の
関
係
は
最
終
結
論
が
出
て
い
な
い
。
一
番
大
事
な

の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
合
意
を
得
る
こ
と
。
市
民
の
声
を
直
接
聞

く
場
を
設
け
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
提
示
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
得
て
い
く
と
い
う
手
続
き
を
踏
ん
だ
上
で
最
終
決
定
し
て
い
き
た

い
。 

経
済
環
境
部
長 

広
域
化
の
対
象
施
設
は
、
甘
南
備
園
と
枚
方
市
穂
谷

清
掃
工
場
で
あ
る
。
広
域
共
同
施
設
建
設
規
模
は
１
８
０
ｔ
、
京
田
辺

７０
ｔ
、
枚
方
１
１
０
ｔ
と
い
う
基
本
計
画
の
数
字
で
あ
る
。 

枚
方
市
は
、
穂
谷
地
域
で
の
焼
却
施
設
建
て
か
え
は
し
な
い
と
表
明

さ
れ
て
い
る
。
広
域
共
同
施
設
建
設
場
所
は
、
京
田
辺
市
は
現
甘
南
備

園
、
枚
方
市
は
東
部
地
域
と
な
る
。
両
市
と
も
新
た
に
施
設
建
設
の
土

地
拡
大
が
必
要
と
な
る
。 

経
済
性
の
問
題
で
は
、
国
の
交
付
金
制
度
が
２６
年
度
か
ら
変
え
ら

れ
、
熱
回
収
率
１０
％
を
満
た
な
い
場
合
は
、
交
付
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
通
常
１
０
０
ｔ
炉
以
下
で
は
熱
回
収
が
非
常
に
難
し
い
。 

①
単
独
で
建
て
か
え
を
す
る
と
、
１
日
当
た
り
の
ご
み
焼
却
量
は
向
こ
う

３０
年
間
１０
ｔ
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
単
独
で
は
、
費
用

面
、
環
境
面
、
な
ど
で
大
型
炉
と
比
べ
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

②
広
域
化
で
共
同
施
設
に
す
る
場
合
は
、
京
田
辺
７０
ｔ
、
枚
方
１
１
０

ｔ
の
計
１
８
０
ｔ
の
焼
却
炉
を
、
京
田
辺
市
域
の
甘
南
備
園
か
、
枚
方

市
の
東
部
地
域
の
い
ず
れ
か
で
敷
地
を
確
保
し
て
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
京
田
辺
市
で
先
に
建
設
す
れ
ば
、
３０
年
間
運

転
し
、
枚
方
市
の
ご
み
１
１
０
ｔ
を
焼
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

③
３０
年
後
の
枚
方
市
の
人
口
は
、
現
在
の
約
４０
万
人
か
ら
、
６
万
人
減

少
す
る
と
い
う
人
口
推
計
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
焼
却
炉
は
京
田
辺
市

の
人
口
分
７０
ｔ
減
る
こ
と
に
な
り
、
１
８
０
ｔ
炉
は
大
き
す
ぎ
て
、

将
来
は
縮
小
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
将
来
予
想
、
展
望
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
④
広
域
化
す
る
と
、
対
等
平
等
の
関
係
が
担
保
さ
れ
る
の
か
。
枚
方
市
は
、

京
田
辺
の
約
６
倍
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
務
組
合
や
、
議
会
な

ど
運
営
形
態
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

⑤
京
田
辺
市
の
ご
み
減
量
化
推
進
審
議
会
は
、
枚
方
市
の
ご
み
問
題
や
、

枚
方
市
の
審
議
会
の
答
申
内
容
を
議
論
、
審
議
し
た
形
跡
が
み
あ
た
り

ま
せ
ん
。
【
９
月
２６
日
京
田
辺
市
の
審
議
会
会
長
の
弁
よ
り
】 

 

＊
９
月
３
日
に
、
枚
方
市
の
審
議
会
の
最
終
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
化
の
部
分
を
一
部
抜
粋
す
る
と
「
本
基
本
構
想
で
は
京
田
辺
市
と
の

可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
の
可
能
性
追
求
を
望
ま
し
い
と
し
て
き
た
が
、
他

市
と
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
も
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
近

隣
都
市
と
の
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
は
、
施
設
の
更
新
時
期
の
制
約
、
穂

谷
川
の
延
命
が
出
来
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
実
現
さ
れ
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
可
能
性
を
求
め
て
、
周
辺
各
市
と
の
情
報
交
換
、

連
携
を
強
め
、
施
設
の
延
命
な
ど
に
よ
る
更
新
時
期
の
調
整
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
施
設
統
合
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
確
保
す
る
こ
と
等

を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
国
、
府
の
広
域
化
計
画
と
も
調
整
し
な

が
ら
、
効
率
的
な
処
理
体
制
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 

 

「
京
田
辺
市
と
の
可
燃
ご
み
の
広
域
処
理
の
可
能
性
追
求
を
望
ま
し

い
と
し
て
き
た
が
、
」
と
い
う
表
現
は
、
京
田
辺
と
の
広
域
化
に
消
極
的

な
態
度
で
あ
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
ま
す
。
枚
方
市
は
、
東
部
地
域
や
京

田
辺
市
で
は
、
運
搬
費
用
、
時
間
が
長
く
な
り
必
ず
し
も
利
便
性
が
高
い

と
は
い
え
な
い
と
考
え
ま
す
。
相
手
の
動
向
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 


